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〔
｜
〕
は
じ
め
に

済
生
学
舎
の
卒
業
生
に
は
卒
後
そ
の
活
躍
の
場
を
学
外
に
求

め
て
大
成
し
た
者
も
少
な
く
な
い
が
、
今
回
は
舎
長
の
長
谷
川

泰
を
助
け
て
そ
の
生
涯
を
終
え
た
済
生
学
舎
三
期
生
（
明
治
十

や
ま
だ
り
ょ
う
し
ゆ
く

二
年
卒
）
山
田
良
叔
に
つ
い
て
そ
の
隠
れ
た
功
績
を
偲
ぶ
と
と

ら
ん
し

も
に
代
表
的
な
著
作
「
蘭
氏
生
理
学
」
の
考
察
を
試
み
た
．
（
日

本
医
科
大
学
同
窓
会
報
二
七
七
号
）

〔
二
〕
山
田
良
叔
の
人
と
な
り

山
田
良
叔
は
佐
竹
藩
（
秋
田
県
）
医
山
田
良
伯
の
子
と
し
て

安
政
五
年
五
月
三
十
一
日
出
生
、
幼
児
か
ら
神
童
と
躯
わ
れ
て

い
た
が
明
治
十
年
済
生
学
舎
に
十
九
歳
で
入
学
、
明
治
十
二
年

八
月
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
。
在
学
中
は
全
て
ド
イ
ツ
語

の
原
書
で
学
習
し
た
と
い
う
。
試
験
委
員
長
だ
っ
た
長
谷
川
泰

45

済
生
学
舎
の
山
田
良
叔
講
師
と
山
田
訳

「
藺
氏
生
理
学
」
に
つ
い
て

岩
崎
一
・
殿
崎
正
明
・
唐
沢
信
安

日
本
医
科
大
学

は
山
田
の
異
才
に
驚
嘆
し
て
直
ち
に
済
生
学
舎
の
幹
事
に
登
用

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
其
の
後
一
貫
し
て
長
谷
川
を
助
け

経
営
に
携
わ
り
乍
ら
専
ら
教
師
と
し
て
後
進
の
教
育
に
努
め
た
。

優
れ
た
語
学
力
を
い
か
し
て
多
く
の
翻
訳
書
を
出
版
し
学
生
の

教
育
に
努
め
た
。
教
場
で
は
名
講
師
と
し
て
生
理
学
、
病
理
学
、

法
医
学
、
薬
物
学
を
講
義
し
た
。
著
作
で
は
「
病
理
学
通
論
」

上
下
二
冊
、
「
蘭
氏
生
理
学
」
上
中
下
三
冊
は
特
に
著
名
で
済
生

学
舎
内
外
の
学
生
に
愛
読
さ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き
は
明
治
二
十

六
年
一
月
か
ら
毎
月
「
済
生
学
舎
医
事
新
報
」
を
発
行
し
た
事

で
あ
る
。
多
忙
の
中
に
も
倦
む
事
な
く
創
刊
号
か
ら
廃
校
に
至

る
明
治
三
十
六
年
八
月
迄
欠
号
せ
ず
百
二
十
八
冊
を
刊
行
し
た
。

同
誌
は
全
国
の
卒
業
生
に
医
学
の
新
知
識
の
紹
介
、
済
生
学
舎

再
生
の
臨
床
講
義
の
速
記
、
更
に
学
内
報
と
し
て
舎
長
の
長
谷

川
泰
の
各
所
で
の
演
説
や
学
内
試
験
問
題
、
医
術
開
業
試
験
の

結
果
等
い
わ
ば
済
生
学
舎
の
機
関
誌
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し

て
い
る
。
当
時
の
医
界
の
情
勢
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ

う
（
》
○

〔
三
〕
山
田
良
叔
の
著
書
「
蘭
子
生
理
学
」
に
つ
い
て

原
著
は
ド
イ
ツ
の
「
グ
ラ
イ
フ
ス
ワ
ル
卜
」
府
医
科
大
学
教
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頭
生
理
学
博
士
ラ
ン
ド
ァ
が
生
理
学
の
実
施
的
知
識
を
与
え
ん

が
為
に
著
述
し
た
も
の
で
、
生
理
学
と
は
生
物
の
生
活
現
象
を

論
及
す
る
学
に
し
て
そ
の
本
旨
は
生
活
現
象
を
詳
明
し
規
則
及

原
因
を
確
定
し
之
を
理
学
及
化
学
の
通
則
に
照
合
す
る
に
在
る

と
し
て
い
る
。
今
回
は
明
治
三
十
一
年
発
行
の
山
田
訳
第
六
版

（
巻
下
）
を
検
討
し
た
が
山
田
は
原
著
が
改
版
さ
れ
る
毎
に
改
訂

し
て
い
た
。
因
み
に
ラ
ン
ド
ア
は
自
著
の
第
十
版
出
版
後
他
界

二
九
○
○
年
）
し
た
が
そ
の
死
後
も
助
手
の
ロ
ー
ゼ
マ
ン
の
訂

正
に
よ
り
出
版
は
な
お
続
い
て
い
た
。
一
九
○
九
年
発
行
の
第

十
二
版
迄
に
日
本
も
含
め
世
界
八
ヶ
国
で
出
版
さ
れ
た
名
著
で

あ
る
。
内
容
は
現
代
生
理
学
書
に
か
な
り
近
い
が
、
自
律
神
経

の
項
目
は
特
に
な
く
、
交
感
神
経
に
は
か
な
り
記
述
が
あ
る
が

副
交
感
神
経
に
は
そ
れ
程
明
確
で
な
い
。
迷
走
神
経
の
項
で
現

在
に
近
い
解
釈
と
説
明
が
あ
る
。
検
査
法
、
検
査
器
具
の
説
明

は
少
い
が
専
ら
解
剖
学
的
に
説
明
し
た
精
綴
な
図
が
あ
る
。
山

田
の
代
表
的
な
力
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ケ
シ
カ
イ

「
資
性
椙
介
容
易
二
人
ト
交
ラ
ズ
然
し
ド
モ
固
ト
温
良
共
謙
ニ

シ
テ
…
」
と
い
う
弔
辞
（
東
京
医
事
新
誌
第
一
四
九
号
）
は
山

〔
四
〕
お
わ
り
に

田
の
一
面
で
も
あ
ろ
う
が
済
生
学
舎
で
講
義
を
受
け
た
吉
岡
弥

生
（
東
京
女
子
医
大
創
立
者
）
は
「
生
理
学
の
山
田
先
生
の
講

義
は
わ
か
り
や
す
い
が
帝
大
出
身
の
若
手
講
師
と
比
較
し
て
独

学
者
特
有
の
味
の
あ
る
講
義
だ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
明
治

三
十
五
年
頃
か
ら
胸
部
疾
患
に
冒
さ
れ
神
奈
川
県
国
府
津
に
転

地
療
養
を
し
な
が
ら
翻
訳
を
続
け
て
い
た
山
田
に
舎
長
の
長
谷

川
泰
か
ら
突
然
済
生
学
舎
廃
校
の
通
知
が
あ
っ
た
の
は
実
に
廃

校
前
日
の
明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
其
の
後

私
立
日
本
医
学
校
に
生
理
学
講
師
と
し
て
招
聰
さ
れ
た
が
健
康

は
回
復
せ
ず
遂
に
明
治
四
十
年
一
月
二
十
一
日
、
五
十
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

隠
れ
た
功
労
者
と
し
て
生
涯
を
済
生
学
舎
、
日
本
医
学
校
、

日
本
医
科
大
学
へ
の
懸
け
橋
と
し
て
終
え
た
山
田
良
叔
の
功
績

は
大
き
い
。
日
本
医
科
大
学
史
上
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
人
物

で
あ
る
。


